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日 時 ：2023年 3月 11日 （土 ）13 :00～ 17 :45

場 所 ：林 友 ビ ル 6F 会 議 室

第 1部 ：13 :00-14 :00 講 演 会 （３ 月 度 木 の 日 研 修 を 総 会 前 に 実 施 ）

講 師 ：石 井 誠 治 さ ん （Ｆ ＩＴ）

テ ー マ 「4000年 の 眠 り か ら 覚 め た ど ん ぐ り の 不 思 議 」

第 2部 ：14 :15-15 :50 総 会 （本 会 ）

第 3部 ：16 :00-17 :45 懇 親 会 ：総 会 会 場 隣 室 に て 実 施 、 参 加 33名

総 会 （本 会 ）議 事 （記 録 ：事 務 局 藤 岡 眞 ）

１ ． 開 会 宣 言 お よ び 定 足 数 報 告 （事 務 局 ）

出 席 44名 、 委 任 状 147名 、 計 191名 。

期 末 （2月 末 日 ）現 在 の 会 員 数 342名 で あ り 、 会 則 に 定 め る 定 足 数 を 満 た し 、 総 会 成 立。

総 会 資 料 は 、 F O R E ST通 信 V ol137（H P会 員 の ペ ー ジ に 掲 載 ・保 管 ）お よ び 決 算 、 予 算

（旧 H P会 員 限 定 ﾍﾟｰｼ ﾞに 掲 載 ・保 管 ）。

２ ． 会 長 挨 拶 （会 長 ：宮 入 芳 雄 ）

皆 様 、 今 日 は お 集 ま り い た だ き あ り が と う ご ざ い ま す 。 総 会 に 先 立 っ て の 講 師 石 井

さ ん の 貴 重 な 講 演 会 あ り が と う ご ざ い ま す 。 思 い 出 し た の は 、 出 だ し の 新 月 伐 採 で す

が 、 実 は 高 尾 山 で は 8月 に や っ て い ま し た 。 新 月 伐 採 は 秋 か ら 冬 に か け て や る の が 当

た り 前 で す が 、 夏 の 8月 に や っ て い ま し た 。 結 果 は ど う な っ た の か 林 野 庁 か ら 報 告 を 受

け て い な い の で 、 も し か し た ら 失 敗 し た の か も し れ ま せ ん 。

さ て 、 石 井 さ ん の 呼 び か け で 始 ま っ た 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー 東 京 会 （F IT）。 約 30年 近 く

前 、 最 初 は 10人 足 ら ず の メ ン バ ー で 始 ま り ま し た 。 こ の 30年 近 くの 間 、 F ITを 支 え て くれ

た の は 新 人 の 皆 さ ん で す 。 新 し く 会 員 に な っ た 途 端 に 3年 間 も こ き 使 わ れ る 、 と ん で も

な い 会 に 入 っ て し ま っ た と 思 わ れ て い る か も し れ ま せ ん が 、 こ の 3年 間 は 決 し て 無 駄 に

な り ま せ ん 。 今 年 で や っ と お 役 御 免 に な っ た 入 会 3年 目 の 元 樹 会 の 皆 様 、 お 疲 れ さ ま

で し た 。 ま た 新 し く入 会 さ れ た 皆 様 、 い ろ い ろ 大 変 な 3年 間 だ と 思 い ま す が 、 F ITを こ れ

か ら も 支 え て い た だ き た い と 思 い ま す 。 そ れ で は 、 総 会 を 始 め て く だ さ い 。 宜 し く お 願

い し ま す 。

2023年 度 （令 和 5年 度 ）Ｆ ＩＴ 総 会 議 事 録



フォレスト通信vol.138 ᲀ ᲀ2ᲀ ᲀ

３ ． 議 長 選 出

令 和 2年 の 三 井 大 三 さ ん を 指 名 。 （拍 手 で 賛 同 を 得 る ）

４ ． 第 1号 議 案 ：2022年 度 活 動 総 括 報 告 （事 務 局 ）

2022年 度 は 、 共 に 新 任 の 宮 入 会 長 、 入 江 副 会 長 体 制 下 で の 活 動 と な り ま し た 。 新

型 コ ロ ナ に 関 し て は 、 2021年 9月 末 に 緊 急 事 態 宣 言 が 解 除 さ れ て 以 来 、 F ITと し て の

「緊 急 事 態 宣 言 下 で の 活 動 の 自 粛 」は 解 除 さ れ た 状 態 と な っ て お り 、 2020年 度 、 202

1年 度 の よ う な 活 動 自 粛 の 影 響 は 受 け て い ま せ ん 。 但 し 、 未 だ 終 息 と は な っ て お ら

ず 新 規 感 染 者 数 も 2022年 8月 を ピ ー ク と し た 第 7波 に 次 ぐ 状 況 で 推 移 し て い ま す 。 こ

の よ う な 状 況 下 、 感 染 環 境 は 依 然 と し て 厳 し く 、 感 染 防 止 に 配 慮 し た 活 動 が 続 い て

い ま す 。

会 の 年 間 行 事 と し て は 、 2022年 3月 12日 に 2022年 度 F IT 総 会 を 開 催 。 前 後 の 講 演

会 、 懇 親 会 は 中 止 。 2022年 8月 11日 の 暑 気 払 い は 、 新 型 コ ロ ナ 感 染 防 止 の 観 点 よ

り 中 止 。 2023年 1月 14日 に 新 年 会 を 開 催 。 入 会 説 明 会 、 観 察 会 、 懇 親 会 を 3年 ぶ り

に 実 施 。 幹 事 の 元 樹 会 （入 会 3年 目 ）の 皆 様 お 疲 れ 様 で し た 。

運 営 委 員 会 （森 の 日 ）は 、 2022年 ４ 月 、 6月 、 10月 、 12月 、 2023年 1月 （臨 時 ）、 2月 と

6回 実 施 。 事 前 に 関 連 資 料 を 配 布 し て 、 運 営 委 員 会 の 協 議 内 容 の 充 実 を 図 り ま し

た 。

イ ベ ン ト 関 連 で の C O N E 保 険 の 利 用 実 績 で は 、 2019年 度 は 、 会 員 1,291名 、 一 般 3,

023人 、 計 4,314人 。 2020年 度 は 会 員 488人 、 一 般 1,226人 、 計 1,714人 、 2021年 度 は 、

会 員 723人 、 一 般 469人 、 計 2 ,192人 。 2022年 度 （2022年 3月 か ら 2023年 1月 末 迄 11か

月 ）は 、 会 員 1,260人 、 一 般 2,481人 、 計 3 ,741人 で し た 。 2021年 度 よ り は 7割 ほ ど 利 用

数 が 増 え 、 コ ロ ナ 前 の 2019年 と ほ ぼ 同 等 レ ベ ル と な っ て い ま す 。

登 録 グ ル ー プ は 、 今 年 1グ ル ー プ 増 え て 現 在 29。 登 録 グ ル ー プ も 活 発 に 活 動 を 実

施 し て お り 、 C O N E 保 険 の 利 用 実 績 の う ち 、 イ ベ ン ト 数 で 2022年 度 は 略 5割 を 占 め て

い ま す 。

2022年 度 の 活 動 方 針 と し て 、 ① 知 名 度 ア ッ プ 活 動 促 進 、 ② 活 動 支 援 助 成 金 制 度

の 活 用 、 ③ 活 動 参 加 者 の す そ 野 拡 大 の 推 進 を 挙 げ ま し た 。

① に つ い て は 、 F IT知 名 度 ア ッ プ の 一 環 と し て 2016年 度 か ら 実 施 し て い る 「山 の 日」

制 定 記 念 ま る ご と ！ 高 尾 山 グ リ ー ン ク リ ー ン 作 戦 は 、 3年 ぶ り に 実 施 さ れ ま し た 。 但

し 、 「山 の 日 」そ の も の が 制 定 後 7年 を 経 過 し 国 民 に 定 着 し て き て い る 等 の 理 由 か ら、

開 始 当 時 の 中 心 メ ン バ ー を お 呼 び し た 「森 の 日 」で 協 議 の 上 、 林 野 庁 森 林 推 進 セ

ン タ ー の 了 解 を 得 て 、 来 期 よ り は 「森 林 ふ れ あ い 推 進 事 業 」の 扱 い は 止 め る こ と に

な り ま し た 。

② に つ い て は 、 事 業 部 会 が 中 心 に 実 施 さ れ て い る 5月 「み ど り と ふ れ あ う フ ェス テ ィ

バ ル 」、 8月 「山 の 日 制 定 記 念 ま る ご と !高 尾 山 グ リ ー ン ク リ ー ン 作 戦 」、 10月 「す み だ

ま つ り ・こ ど も ま つ り 」に 加 え て 、 登 録 グ ル ー プ で 実 施 の 7月 「杉 並 会 ・ク ラ フ ト 教 室 」、

11月 「ふ た ば 会 ・た ん け ん ＆ た ん け ん 大 沢 池 」、 お よ び 「ふ た ば 会 ・ハ イキ ン グ ＆ リー

ス 作 り 」、 12月 「杉 並 会 ・自 然 の 恵 み を 生 か し た ク ラ フ ト 作 り 」に も 活 動 支 援 助 成 金 の

支 給 を 実 施 し ま し た 。 今 後 も 予 算 の 許 す 限 り 、 よ り 広 範 な 活 動 を 支 援 し て い く予 定 で

す 。

③ に つ い て は 、 懸 案 の ス キ ル ア ッ プ デ ー タ を 整 理 し て 活 用 し 易 くし ま し た 。

2023年 1月 末 時 点 で の 会 員 数 は 、 343名 。 昨 年 度 末 に 比 べ て 4名 減 。 尚 、 2022年 度

の 東 京 在 住 の 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー 合 格 者 は 、 15名 。 内 友 の 会 関 連 が 5名 。 F ITへ の



会長     宮入芳雄 （05年）       留任

副会長 入江克昌 （27年）       留任

事務局長 藤岡　眞  （28年） 留任

会計 横井行男  （29年）       留任

監査 熊木秀幸  （28年） 留任

広報部会長 鍛冶健二郎 （28年） 留任

安全部会長 入江克昌 （27年）       留任

事業部会長 長谷川　守 （24年） 留任

研修部会長 小勝眞佐枝 （25年）      留任

友の会運営部会長 芝原 久  （30年）      留任
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入 会 者 は 、 1月 末 現 在 10名 で す 。

５ ． 第 2号 議 案 ：2022年 度 収 支 決 算 報 告 （会 計 ：横 井 行 男 ）

2022年 度 の 繰 越 金 2,284 ,297円 、 収 入 1,851 ,504円 、 支 出 1,301、 261円 。 当 期 収 支 55

0 ,243円 の 黒 字 と な っ た 。 次 年 度 繰 越 金 は 2,834 ,540円 。

ま た 特 別 会 計 （活 動 支 援 助 成 金 ）に つ い て は 、 7イ ベ ン ト に 支 援 金 計 297 ,3 1 2円 を

助 成 し た 。 次 年 度 へ の 繰 り 越 し は 、 1,817332円 。

６ ． 監 査 報 告 （監 査 ：熊 木 秀 幸 ）

監 査 の 結 果 、 適 正 処 理 を 確 認

７ ． 第 1号 議 案 、 お よ び 第 2号 議 案 に 対 す る 質 疑 ･ 応 答

特 に な し 。 拍 手 を 以 て 承 認 。

８ ． 第 3号 議 案 ：2023年 度 運 営 体 制

９ ． 第 3号 議 案 採 決

拍 手 を 以 て 承 認 。

１ ０ ． 第 4号 議 案 ：2023年 度 活 動 方 針 （事 務 局 ）

新 型 コ ロ ナ の 影 響 は 、 既 に 3年 以 上 に 及 ん で い ま す が 、 ま だ そ の 終 息 が 見 え な い

状 況 で す 。 2021年 9月 末 以 来 緊 急 事 態 宣 言 は 発 令 さ れ て お ら ず 、 F I T と し て の 活 動

自 粛 は し て い ま せ ん が 、 こ れ ま で 以 上 に お 客 様 お よ び Ｆ ＩＴ会 員 の 安 全 を 第 一 と し た

活 動 が 求 め ら れ て い ま す 。

従 来 か ら 掲 げ て い る 以 下 の 三 つ の 重 点 施 策 を 引 き 続 き 推 し 進 め て い き ま す 。 ①

知 名 度 ア ッ プ 活 動 促 進 、 ② 活 動 支 援 助 成 金 制 度 の 活 用 、 ③ 活 動 参 加 者 の す そ 野

拡 大 策 の 推 進 で す 。

① に つ い て は 、 こ れ ま で 積 み 上 げ て き た イベ ン ト を コ ロ ナ 禍 で 途 絶 え さ せ る こ と な く、

継 続 実 施 し て い き ま す 。 広 報 部 会 と 連 携 し て H Pを 継 続 的 に 充 実 さ せ て 、 一 般 閲 覧

者 へ の 情 報 提 供 を 図 り ま す 。 会 員 紹 介 欄 を 更 に 充 実 し 、 よ り 多 くの 会 員 の 情 報 提 供

に 努 め ま す 。 F ITの 紹 介 資 料 （A 4リ ー フ レ ッ ト ）、 PR カー ド な ど の 最 新 化 を 図 り ま す 。
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② に つ い て は 、 予 算 の 許 す 範 囲 で 、 対 外 的 か つ 社 会 的 貢 献 度 の 高 い 活 動 に 支

援 助 成 金 を 支 給 し 、 F IT 会 員 が よ り 多 く 参 加 で き る 機 会 の 掘 り 起 こ し を 図 っ て い き ま

す 。 登 録 グ ル ー プ な ど へ の 活 動 支 援 の 充 実 を 図 り ま す 。

③ に つ い て は 、 事 業 部 会 と 連 携 し て 、 ふ れ あ い 推 進 事 業 で 実 施 中 の 体 験 参 加 の

促 進 、 イ ベ ン ト を 主 幹 事 と し て 実 施 す る 人 材 の 育 成 を 図 り 、 新 規 案 件 を 受 け 入 れ る

人 材 確 保 に 努 め ま す 。 又 、 国 土 緑 化 推 進 機 構 よ り 「森 林 E SD サ ポ ー タ ー （仮 称 ）育

成 の 一 環 と し て 小 金 井 市 小 学 校 の 取 り 組 み へ の 人 材 派 遣 の 要 請 が あ り 、 森 林 イ ン

ス ト ラ ク タ ー に な っ て も 現 場 参 加 の 機 会 の な い 会 員 に と っ て 良 い チ ャ ン ス で あ る と 捉

え て 、 F IT内 で の 人 材 募 集 を 実 施 の 予 定 。 「運 営 委 員 会 （森 の 日 ）」に よ り 多 くの 会 員

の 意 見 が 反 映 さ れ る よ う な 工 夫 を 検 討 し ま す 。

１ １ ． 第 5号 議 案 ：2023年 度 )収 支 予 算 （会 計 ：横 井 行 男 ）

収 入 1,829 ,895円 （内 会 員 1,694 ,875円 、 友 の 会 135 ,000円 、 利 息 20円 。 対 前 年 予 算

△ 24,505円 ）。 支 出 1,561 ,144円 （内 交 通 通 信 経 費 380 ,000円 、 一 般 経 費 1,181 ,144円 。

対 前 年 度 予 算 ＋ 116 ,9 8 9 円 ） 。 当 期 収 支 は （ 収 入 -支 出 ） で ＋ 2 68 ,7 5 1円 。 特 別 会 計

（活 動 助 成 金 ）の 2023年 度 年 初 残 金 は 、 1,817 ,332円 。 助 成 金 予 算 申 請 は 、 み ど り と

ふ れ あ う フ ェス テ ィ バ ル 120 ,00 0円 、 す み だ こ ど も ま つ り 150 ,00 0円 の 2件 、 計 170 ,0 0 0

円 。

１ ２ ． 各 部 会 活 動 報 告 、 年 次 計 画 （各 部 会 長 ）

１ ）事 業 部 会 （部 会 長 ：長 谷 川 守 ）

2022年 度 活 動 報 告 ：イ ベ ン ト 実 績 は 資 料 に 記 載 の 通 り 。 毎 月 事 業 部 会 を 開 催 し 、

こ れ ら の イ ベ ン ト 等 の 進 捗 状 況 を 確 認 し な が ら 齟 齬 の な い よ う に 進 め て い ま す 。 特

に 問 題 は あ り ま せ ん 。 事 業 部 会 は 、 Ｆ ＩＴ会 員 の 活 躍 の 場 を サ ポ ー ト す る 立 場 に あ

り ま す 。 Ｆ ＩＴ会 員 は い ろ い ろ な 活 動 を し て い ま す が 、 そ の 活 動 は 社 会 よ り 必 要 と さ

れ て お り 、 期 待 と 要 望 に 応 え る 為 の 努 力 が 必 要 な こ と を 改 め て 感 じ た 1年 で し た 。

2023年 度 活 動 計 画 ：実 施 す る イ ベ ン ト は 2022年 度 と ほ と ん ど 変 わ り ま せ ん 。 実 際

に 森 林 ふ れ あ い 推 進 事 業 に つ い て は 、 つ い こ の 間 関 東 森 林 管 理 局 と の 協 定 書 を

締 結 し ま し た 。 特 に 2022年 と 2023年 で 活 動 内 容 は あ ま り 変 わ り ま せ ん が 、 協 調 し た

い こ と が 2件 あ り ま す 。 ま ず 、 事 業 部 会 は 23人 の ス タ ッ フ で 運 営 し て い ま す が 、 女 性

ス タ ッ フ は 3名 の み で す 。 更 に 2名 の 予 算 枠 を 用 意 し て い ま す 。 女 性 の ス タ ッ フ を 増

や し た い の で 積 極 的 に 参 加 を し て い た だ き た い 。

2点 目 は 、 コ ロ ナ の 影 響 で ネ イ チ ャ ー ク ラ フ ト イ ベ ン ト の 中 止 が 相 次 ぎ ま し た が 、 昨

年 は み ど り と ふ れ あ う フ ェス テ ィ バ ル と す み だ こ ど も ま つ り の 2件 が 実 施 さ れ ま し た 。

一 般 参 加 者 に は 熱 気 が あ り 、 F IT と し て も 新 年 会 に 次 ぐ 大 き な イ ベ ン ト で あ り 、 尚 且

つ 親 子 と の ふ れ あ い が で き ま す 。 事 業 部 会 と し て も ネ イ チ ャ ー ク ラ フ ト を 充 実 し た い

の で 、 担 当 者 も 正 １ 名 に 加 え て 副 を 1名 か ら 3名 と し ま し た 。 後 継 者 も 含 め て し っ か り

し た 体 制 を 整 え ま し た 。

ま た 毎 月 の 事 業 部 会 に も 積 極 的 な 参 加 を お 願 い し ま す 。

２ ）安 全 部 会 （部 会 長 ：入 江 克 昌 ）

2022年 度 活 動 報 告 ：Ｃ Ｏ Ｎ Ｅ 保 険 利 用 者 数 は 、 2020年 度 、 2021年 度 は 活 動 が 制 限

さ れ て い た の で 使 用 実 績 も 減 り ま し た 。 2022年 度 は 、 2019年 度 と ほ ぼ 同 数 と な り ま
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し た 。 4月 木 の 日 研 修 で 安 全 研 修 の 座 学 編 を 実 施 し ま し た 。 Ｆ ＩＴ先 輩 の 経 験 談 に 加

え て 野 口 い づ み さ ん に 講 師 を し て い た だ き ま し た 。 野 外 編 で は 、 親 子 観 察 会 と 同 じ

コ ー ス で 安 全 に 関 す る 研 修 を 実 施 し ま し た 。

2023年 度 活 動 計 画 ：木 の 日 研 修 は 、 Ｆ ＩＴか ら の 講 師 に も 話 を し て い た だ き ま す 。

野 外 編 は 、 例 年 通 り 親 子 観 察 会 と 同 じ コ ー ス で 実 施 す る 予 定 で す 。

尚 、 2023年 3月 の ふ れ あ い 推 進 事 業 の イベ ン ト で 事 故 が 起 き ま し た 。 詳 細 は 別 途 報

告 す る 予 定 で す 。

３ ）研 修 部 会 （部 会 長 ：小 勝 眞 佐 枝 ）

2022年 度 活 動 報 告 ：コ ロ ナ 禍 の 影 響 で の 中 止 は あ り ま せ ん で し た 。 野 外 研 修 を 中

心 に 充 実 し て い ま し た 。 木 の 日 研 修 は す べ て リ モ ー ト で 実 施 し ま し た 。 ア ン ケ ー ト を

実 施 し ま し た が 、 リ モ ー ト の 支 持 が 高 く、 来 年 度 も リ モ ー ト で 実 施 予 定 で す 。

2023年 度 活 動 計 画 ：研 修 計 画 は 資 料 に 表 を 載 せ て あ り ま す 。 ま だ 内 容 が 決 ま っ

て い な い も の も あ り ま す 。

木 の 日 研 修 の 件 数 は 、 年 6回 と し ま し た 。 F IT 会 員 の 講 師 を 募 集 し て い ま す 。 研 修

会 の 回 数 が 増 え て お り 、 講 師 へ の 謝 金 が 増 え ま す 。 研 修 部 会 の H Pの 担 当 者 、 草

木 染 、 森 林 塾 の ス タ ッ フ に も 手 当 を 支 給 し ま す 。

４ ）友 の 会 運 営 部 会 （部 会 長 ：芝 原 久 ）

2022年 度 活 動 報 告 ：コ ロ ナ 禍 で は あ り ま し た が 、 日 程 通 り 実 施 で き ま し た 。 友 の 会

会 員 3名 、 会 員 以 外 で 模 擬 試 験 受 講 の 2名 、 計 5名 が 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー 試 験 に 合

格 し ま し た 。 講 師 、 ス タ ッ フ の 皆 さ ん 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 友 の 会 の 活 動 内 容 を

Ｈ Ｐ等 で も 紹 介 し て い ま す 。

2023年 活 動 計 画 ：昨 年 と 同 様 、 F ＩＴの 活 動 に 関 心 の あ る 方 と 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー

試 験 合 格 を 目 指 す 方 の 両 方 を 友 の 会 で 受 け 入 れ ま す 。 友 の 会 で も F IT 会 員 の 増 員

を 図 っ て い ま す 。 友 の 会 は 、 F IT会 員 皆 様 の 会 と し て 捉 え て 頂 き た い で す 。

５ ）広 報 部 会 （部 会 長 ：鍛 冶 健 二 郎 ）

2022年 度 活 動 報 告 ：2021年 度 よ り H Pを 新 し く し ま し た 。 2年 を 経 過 し た 中 で 、 広 報

部 会 と し て は 予 算 低 減 、 作 業 量 削 減 と な り ま し た 。 逆 に イ ベ ン ト 情 報 や 活 動 報 告 は

各 登 録 グ ル ー プ で や っ て も ら う こ と に な り ま し た 。 各 登 録 グ ル ー プ に 魅 力 の あ る H P

が で て き ま し た 。 一 方 、 F IT 全 体 の 各 活 動 が 見 に く く な っ た と い う マ イ ナ ス 面 も あ り ま

し た 。

2023年 度 活 動 計 画 ：Ｈ Ｐ へ の 投 稿 者 を 増 や し た い と 考 え て い ま す 。 各 登 録 グ ル ー

プ と の 連 携 を 増 や し た い 、 そ し て 、 一 般 の 参 加 者 か らも魅 力 の あ る H Pに し た い と 思っ

て い ま す 。 魅 力 あ る F O R E ST 通 信 に し た い の で 、 Ｆ Ｏ Ｒ Ｅ Ｓ Ｔ通 信 の 担 当 を 増 や し ま

す 。 ま た 、 H Pの デ ー タ 保 存 が で き る よ う な 方 策 の 実 施 を 検 討 し ま す 。

皆 さ ん か ら の 投 稿 を 増 や し て 、 H Pを 魅 力 あ る も の に し た い の で 宜 し くお 願 い し ま す。

１ ３ ． 第 ４ 号 議 案 、 第 ５ 号 議 案 、 部 会 活 動 報 告 /計 画 に 関 す る 質 疑 、 応 答 。

Q ：２ ３ 年 度 入 会 者 が 11名 に 対 し て 22年 度 の 退 会 者 が 16名 も あ っ た 。 将 来 に 亘 っ て、

会 員 数 の 減 少 が 危 惧 さ れ る 。 退 会 者 を 減 ら せ な い か 。 退 会 の 主 な 理 由 は な に か ？

（斎 藤 幸 雄 さ ん ）
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A :事 務 局 ：ご 逝 去 2名 。 老 化 、 病 気 な ど 健 康 上 の 要 因 7名 。 東 京 か ら の 転 居 2名 。 ご

家 族 の 介 護 1名 。 ご 高 齢 に よ る 要 因 が 多 く 、 F IT の 活 動 へ の 不 満 か ら の 退 会 は あ り

ま せ ん 。

Ｑ ：予 算 の 年 会 費 の 利 息 が 前 年 度 実 績 で は な く 、 前 年 度 予 算 並 み に な っ て い る 理

由 は な に か ？ （池 田 良 知 さ ん ）

Ａ：会 計 ：ゆ う ち ょ 銀 行 の 事 情 に よ り 前 年 度 の 利 息 が 低 め に な り ま し た 。 2023年 度 は

例 年 並 み に な る 見 込 み の 為 前 年 度 並 み の 金 額 と し ま し た 。

Ｑ ：事 業 部 会 は 非 常 に 幅 広 く活 動 し て い て 良 い 活 動 だ と 思 い ま す 。 す で に 10年 前 後

の 活 動 実 績 が あ り 、 事 業 部 会 が 面 倒 を 見 な い で も よ い と 思 わ れ る 活 動 が あ り ま す、

例 え ば “田 園 調 布 学 園 ”“低 山 は い か い ”“高 尾 山 G C 作 戦 ”。 独 立 さ せ て は ど う で し ょ

う か 。 事 業 部 会 の 予 算 削 減 も で き ま す 。 （津 田 勝 さ ん ）

A ：事 業 部 会 長 ：考 え 方 に 同 感 で す 。 例 年 の 扱 い を 踏 襲 し て 来 て い ま す が 、 検 討 し

ま す 。 “低 山 は い か い ”は 既 に 登 録 グ ル ー プ に な っ て い ま す 。 “高 尾 山 Ｇ Ｃ 作 戦 ”も

数 名 の ス タ ッ フ を 抱 え て い ま す 。 そ れ ぞ れ の 代 表 者 を 含 め て 対 応 を 検 討 し て 行 き ま

す 。 “田 園 調 布 学 園 ”に 関 し て は 、 外 部 案 件 と し て 独 立 さ せ る 対 応 に な る か と 思 い ま

す が 、 す ぐ に 独 立 さ せ る の は 、 ち ょ っ と 難 し い 気 が し ま す 。 事 業 部 会 内 で し っ か り 検

討 し て ご 返 事 し た い と 思 い ま す 。

Ｑ ：安 全 部 会 で す が 、 3月 13日 か ら マ ス ク の 着 用 は 個 人 の 判 断 に 任 せ る と い う 状 況

に な っ て き て い ま す 。 マ ス ク の 使 用 に 関 し て 、 一 般 参 加 者 、 ス タ ッ フ を 含 め て ど う い っ

た 扱 い に す る の か 安 全 部 会 と し て 見 解 を 出 し た ほ う が 良 い と 思 い ま す 。 （津 田 勝 さ

ん ）

Ａ ：安 全 部 会 長 ：従 来 か ら 新 型 コ ロ ナ の 対 応 は Ｆ ＩＴ全 体 と い う こ と で 安 全 部 会 で は な

く 、 事 務 局 が 意 見 を 集 約 し て い ま す 。 運 営 委 員 の 一 人 と し て の 私 の 意 見 は 、 こ れ ま

で の コ ロ ナ 対 策 は 、 緊 急 事 態 宣 言 に 対 応 し た F ITの 活 動 自 粛 は 別 と し て 、 実 際 に は、

各 イベ ン ト の 主 催 者 に 対 応 を 任 せ て き て い ま す 。 今 後 も 各 イ ベ ン ト の 主 催 者 に 一 般

参 加 者 へ の 対 応 を 含 め て 任 せ る こ と で 良 い 様 に 思 い ま す 。 事 務 局 長 ：安 全 部 会 を

含 め て 、 次 回 の 森 の 日 で 意 見 を 集 約 し て 、 F ITと し て の 見 解 を 決 め る よ う に し ま す 。

Ｑ ：研 修 部 会 は 充 実 し て き て 素 晴 ら し い と 思 い ま す 。 ス タ ッ フ の 手 当 が 昨 年 よ り 3倍

に な っ て い ま す 。 手 当 が 増 え る 分 、 内 容 も 3倍 く ら い に な ら な い と お か し い の で は な

い で し ょ う か 。 （津 田 勝 さ ん ）

A ：研 修 部 会 長 ：新 し い ス タ ッ フ の 方 に 入 っ て 頂 き 、 研 修 部 会 の 活 動 力 を 高 め た い と

考 え て い ま す 。 研 修 部 H P担 当 に は 、 H P業 務 の み な ら ず 研 修 会 の 幹 事 と し て の ス タッ

フ を お 願 い し ま す 。 草 木 染 、 森 林 塾 の ス タ ッ フ に は 関 連 し た 研 修 会 に つ い て は 幹 事

や 運 営 に 携 わ っ て 貰 う こ と を 考 え て い ま す 。 手 当 は 、 価 値 の あ る 投 資 と 捉 え て い ま

す 。

Ｑ ：友 の 会 の 活 動 は 、 非 常 に 意 欲 的 な 活 動 を さ れ て い ま す 。 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー 試

験 合 格 を 目 指 す 方 と 、 F ITの 活 動 に 関 心 の あ る 方 の 2種 類 の 会 員 が 出 て くる の で は

な い で し ょ う か 。 そ う な る と 対 応 も 違 っ て くる の で 会 費 も 2種 類 に 分 け て は ど う で し ょ う

か 。 （津 田 勝 さ ん ）

Ａ ：友 の 会 運 営 部 会 長 ：Ｆ ＩＴの 活 動 に 関 心 の あ る 方 も 、 で き る だ け 資 格 を と る よ う に

促 し て い き た い の で 、 友 の 会 の 会 費 は こ の ま ま に し て 、 F I T の 種 々 イ ベ ン ト へ の 参

加 費 用 の 割 引 を す る よ う な 検 討 を し て 行 き た い と 考 え て い ま す 。

Ｑ ：広 報 に 関 し て 、 Ｈ Ｐ の ス ラ イ ダ ー 写 真 を 増 や し て い る が 、 投 稿 者 が 限 ら れ て い る
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こ と も あ っ て 、 ア ク セ ス 人 数 を 増 や す の は 難 し い と 思 い ま す 。 ま た Ｈ Ｐ の メ ン テ ナ ン ス

に は 人 手 と 時 間 も か か り ま す 。 つ ま り 誰 か が や る と な る と コ ス ト も か か り ま す 。 広 報

部 会 の 予 算 を 減 ら し た の は 良 い と 思 い ま す が 、 労 力 に 見 合 っ た 手 当 は 必 要 だ と 思

い ま す 。 人 手 を か け な い と 頻 繁 な 情 報 の 発 信 は で き ま せ ん 。 自 分 が 関 係 し て い る ”

パ ウ ロ の 森 ”や ”山 笑 （や ま に こ ）会 ”の H Pの 例 も あ り ま す 。 良 い H Pに す る に は 、 あ

る 程 度 の お 金 が か か る の は 仕 方 が な い 。 あ ま り 増 や す こ と は で き な い だ ろ う が 、 将

来 を 見 据 え て 、 今 よ り 予 算 を 増 や し て も 良 い 様 に 思 い ま す 。 検 討 し て く だ さ い 。 （ 稲

葉 力 さ ん ）

Ａ：広 報 部 会 長 ：Ｈ Ｐ ト ッ プ ペ ー ジ の ス ラ イダ ー 写 真 だ け で は ア ク セ ス 人 数 は 増 え ま せ

ん 。 ア ン ケ ー ト の 結 果 も 、 必 要 な 時 に ア ク セ ス す る と い う 方 が 多 か っ た 。 ト ッ プ ペ ー

ジ な の で 、 で き る だ け 充 実 は さ せ た い と 思 っ て い ま す 。 メ ン テ ナ ン ス は 各 登 録 グ ルー

プ の 方 に 、 業 務 を 押 し 付 け た よ う な 面 も あ り ま す 。 今 後 そ の 辺 の バ ラ ン ス を み て 、 そ

の 対 応 は 、 森 の 日 で も 議 論 し て い き た い と 思 っ て い ま す 。

１ ４ ． 第 4号 議 案 、 第 5号 議 案 採 決

拍 手 を 以 て 承 認

１ ５ ． 第 6号 議 案 ：会 則 、 付 則 の 修 正 （F IT所 在 地 の 記 載 ）：事 務 局

事 務 局 よ り 説 明 。 質 問 は な く、 拍 手 に よ り 承 認 。

１ ６ ． 議 長 解 任 と 閉 会 宣 言 ：事 務 局

以 上
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F I T の 大 ス タ ー 末 廣 担 さ ん が お 亡 く な り に な っ て 九 ヶ

月 が 経 ち ま し た 。 ま さ に F I T の 巨 人 で 様 々 な 会 員 に 大

き な 影 響 を 及 ぼ し て い ま す 。 エ ピ ソ ー ド と し て 思 い 出

す の は 、 ご 本 人 は ビ バ ー ク し た つ も り が 大 捜 索 隊 出

動 の 遭 難 テ レ ビ ニ ュ ー ス に な っ た こ と 。 ま た 八 十 歳 を 超 え て か ら ス キ ー の フ ル セッ

ト （ウ ェア ー も ）新 調 さ れ た こ と 、 ラ ジ オ 体 操 指 導 士 、 バ ラ 鑑 定 資 格 者 で あ っ た こ と

な ど 思 い 出 さ れ ま す 。 末 廣 さ ん と の 関 わ り の 深 い 四 人 の 会 員 か ら 追 悼 文 を い た

だ き ま し た の で ご 紹 介 し ま す 。 （編 集 部 ）

末 廣 さ ん を 偲 ぶ

伊 藤 謙 二

あ の 独 特 の し ゃ が れ た 声 が 懐 か し い 。 も う 今 は 聞 く こ と が 出 来 な い の は 寂 し い 限

り だ 。 F IT で も J A C 科 学 委 員 会 で も 大 先 輩 だ が 、 よ く 後 輩 を 可 愛 が っ て く れ た 方 で あ

る 。 種 々 説 明 で も 議 論 で も 常 に 理 路 整 然 と し て 頭 脳 明 晰 さ を 感 じ さ せ る 方 だ っ た 。 大

分 昔 の 話 に な っ て し ま っ た が F IT の 志 賀 高 原 ス キ ー 会 で F IT の あ り 方 に つ い て の 議

論 の 際 、 重 鎮 と し て 皆 の 話 を し っ か り 聞 い て 纏 め て く れ た の を よ く 覚 え て い る 。 そ ん

な わ け で 女 性 に も 人 気 が あ っ た 。 探 索 山 行 と 称 す る 山 歩 き の 会 に は い つ も 妙 齢 の

ご 婦 人 を 誘 っ て 参 加 さ れ て い た の を 思 い 出 す 。 高 学 歴 の 美 人 イン テ リ な 方 だ っ た が、

あ る 時 、 冗 談 で 年 甲 斐 も な く 情 婦 で す か と 聞 い た ら ガ ー ル フ レ ン ド の 一 人 だ と 軽 妙

に 答 え て くれ た の が い か に も 末 廣 さ ん ら し か っ た 。 御 霊 安 ら か に 天 国 か ら 今 後 も F IT

を 見 守 っ て 欲 し い と 願 っ て い ま す 。

末 廣 さ ん の 思 い 出

17年 平 野 裕 也

ご 高 齢 に も か か わ ら ず い つ も ア ク テ ィ ブ に 活 躍 さ れ て い た 末 廣 坦 さ ん が 昨 年 6月

23日 に 87年 の 人 生 を 閉 じ ら れ ま し た 。 末 廣 さ ん と の お 付 き 合 い は 私 が 2005年 に 日

本 山 岳 会 に 入 会 し た 時 に 始 ま り ま し た 。 以 来 30年 近 い 歳 月 を 日 本 山 岳 会 科 学 委

員 会 の 活 動 を 通 し て 行 動 を 共 に し て き ま し た 。 谷 川 岳 マ チ ガ 沢 の 氷 河 痕 跡 の 探 索

や 只 見 地 方 の 豪 雪 に よ る 植 生 や 独 特 の 地 形 な ど の 探 索 、 大 島 の 植 生 や 火 山 地 形

の 探 索 、 霧 ヶ 峰 の 黒 曜 石 探 索 、 浅 間 山 噴 火 の 歴 史 探 索 、 糸 静 構 造 線 、 中 央 構 造

線 の 大 断 層 地 帯 探 索 、 上 高 地 の 自 然 探 索 、 三 つ 峠 の ア ツ モ リ ソ ウ 探 索 な ど 数 え 上

げ れ ば 切 り が あ り ま せ ん が 、 そ れ ぞ れ の 山 行 で の 末 廣 さ ん の 行 動 の 場 面 が は っ き

り と 蘇 っ て き て 、 懐 か し さ に 涙 が 出 る ほ ど で す 。 一 方 Ｆ IT で の お 付 き 合 い も 私 が Ｆ I T

に 入 会 し た 2006年 か ら 昨 年 に 至 る ま で 16年 間 、 途 切 れ る こ と な く続 き ま し た 。 末 廣 さ

ん は 低 山 は い か い ク ラ ブ の 常 連 で 毎 月 元 気 よ く歩 か れ て い ま し た し 、 新 年 観 察

会 な ど に も い つ も ニ コ ニ コ 顔 で 参 加 さ れ 、 周 囲 を 和 や か な 雰 囲 気 に 包 む 魅 力 的 な 方

で し た 。

ま た F IT が 開 催 す る い ろ い ろ な 勉 強 会 に も 積 極 的 に 参 加 さ れ そ の 向 学 心 に は 頭

が 下 が る 思 い で し た 。 い つ も 前 向 き で 周 囲 へ の 気 配 り も 忘 れ ず 最 後 ま で 青 年 の よ

う な 気 概 を 持 っ て 行 動 さ れ て い た 方 と の 思 い を 強 く 持 ち ま す 。 晩 年 、 奥 様 の 体 調 が

悪 く、 食 事 な ど も 家 族 分 を ご 自 分 で 作 っ て い た と の 話 を 亡 くな っ た 後 ご 家 族 か ら 伺 い、

そ ん な そ ぶ り も 見 せ ず に 最 後 ま で 前 向 き だ っ た 末 廣 さ ん は 、 今 、 柿 生 霊 園 に 安 ら

か に 眠 っ て お ら れ る は ず で す 。 長 年 の ご 厚 誼 に 感 謝 し つ つ こ こ に 謹 ん で お 悔 や み

申 し 上 げ ま す 。

巨星墜
つ
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末 廣 さ ん と 第 二 の 人 生

長 谷 川 恵 一

F IT16期 の 末 廣 坦 さ ん が 昨 年 （2022年 ）6月 に 急 逝 さ れ ま し た 。 F ITの メ ン バ ー と なっ

て 直 ぐ に 「森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー と し て 1千 万 円 プ レ イ ヤ ー と な る 」と 宣 言 し 、 当 時 の メ

ン バ ー に 一 躍 有 名 と な っ た こ と か ら ご 存 じ の 方 も 多 い と 思 い ま す 。 こ の 発 言 を 大 言

壮 語 と 捉 え た 方 が 多 い よ う で す が 、 50年 近 く お 付 き 合 い し た 私 は 、 末 廣 さ ん を 良 い

意 味 で の 「直 情 径 行 」の 人 で あ っ た と 考 え て い ま す 。

当 初 は 新 入 社 員 と し て 配 属 さ れ た 地 方 の 営 業 所 で 時 折 所 長 に 掛 か っ て く る 電 話

で 大 営 業 部 長 の 大 声 を 漏 れ 聴 い て い ま し た が 、 3年 目 か ら 直 轄 の 営 業 企 画 課 の 一

員 と し て 、 す ぐ 側 で 電 話 だ け で な く 大 声 の 指 示 や 叱 声 を 聴 く こ と と な り ま し た 。 営 業

部 長 と し て の 実 績 で は 、 営 業 部 隊 を 大 声 で 指 揮 し て 10年 ほ ど で 会 社 全 体 の 利 益 の

半 分 ほ ど 稼 ぐ こ と も あ る 事 業 を 育 て 上 げ た 立 役 者 で し た 。

上 司 と し て は 大 変 な 人 で し た 。 毎 週 一 度 は 部 下 の 誰 か が 机 の 横 で 大 声 で 叱 責 さ

れ て い ま し た 。 私 が 知 っ て い る 範 囲 で 、 最 も 頻 繁 に 叱 ら れ て い た 先 輩 は 、 そ の 後 当

該 事 業 の ト ッ プ を 務 め る こ と に な り ま す が 、 周 囲 は 余 り に 五 月 蠅 い の で 、 そ の 度 に

社 内 の 各 所 に 避 難 し た も の で す 。 ち な み に 、 末 廣 さ ん は 社 内 の 人 を 「気 の あ う 人 」

と 「苦 手 な 人 」に 分 類 し て い た よ う で 、 怒 鳴 ら れ 易 い 人 は 前 者 で 、 怒 る と す ぐ に 辞 め

て し ま い そ う な 私 は ど ち ら か と い う と 後 者 に 分 類 さ れ て い た よ う で す 。 従 っ て 、 部 下

で あ る 間 に 怒 鳴 ら れ た 経 験 は 余 り な い の で す が 、 直 属 部 下 と な っ た 2ヶ 月 後 に 一 度

酷 く 怒 ら れ ま し た 。 営 業 部 キ ャ ン プ の 企 画 ・ 実 現 を 指 示 さ れ な が ら 私 が 余 り 重 要 で

無 い と 判 断 し 放 っ て 置 い た と こ ろ 、 「君 の 一 番 重 要 な 仕 事 は こ れ だ 」と 1時 間 以 上 怒

鳴 ら れ た こ と が あ り ま す 。 手 段 と し て の 妥 当 性 に は 未 だ に 疑 問 は あ り ま す が 、 若 い

営 業 集 団 の モ チ ベ ー シ ョン を 維 持 す る の は 、 末 廣 さ ん に と っ て は 重 要 な 課 題 だ っ た

の で す 。

末 廣 部 長 は さ ま ざ ま 課 題 を 思 い つ い て は 部 下 に 検 討 を 命 じ る 大 変 な 上 司 で し た

が 、 そ の 業 務 指 示 の 対 象 の 範 囲 は 広 く、 キ ャ ン プ だ け で な く、 住 宅 展 示 場 で 定 期 的

に 開 催 す る お 茶 会 、 木 場 の 人 間 国 宝 を 招 い た 社 内 木 遣 り 集 団 の 練 習 等 々 、 遊 び

と も つ か な い 課 題 も し ば し ば 降 っ て き ま し た 。 い ず れ も 末 廣 さ ん の 思 い つ き が 「直 情」

に 至 り 、 事 業 の 目 的 の た め の 課 題 と し て 実 施 さ れ る こ と に な り ま し た 。 そ も そ も 末 廣

さ ん の 直 情 が 社 内 で 一 番 有 名 に な っ た の は 、 ご 自 身 の 新 入 社 員 時 代 に 本 社 で 見

か け た 社 長 秘 書 に 一 目 惚 れ し て 奥 様 と し て し ま っ た 件 で し た 。

末 廣 さ ん は 、 以 前 は 地 鎮 祭 に 訪 れ る 神 主 に 聞 い た 所 得 や 独 占 事 業 の 仕 組 み か

ら 、 神 主 が 退 任 後 に 目 指 す キ ャ リ ア だ と 宣 言 し て い ま し た 。 お そ ら く 森 林 イ ン ス ト ラ

ク タ ー の 1千 万 円 は 、 当 初 の 目 標 値 が そ の ま ま ス ラ イ ド し て し ま っ た の だ と 想 像 し ま

す 。 目 標 値 は 別 と し て 、 会 社 を 退 任 さ れ て 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー と し て 活 動 を 始 め た

「径 行 」の 消 息 を 、 当 時 は 別 の 会 社 に 移 っ て い た 私 も 聞 い て い ま し た 。

末 廣 さ ん の 最 初 の イ ン ス ト ラ ク シ ョン は 、 一 声 で 喜 ん で 集 ま る 元 の 部 下 達 30名 ほ ど

を 集 め 日 比 谷 公 園 で 樹 木 観 察 会 に ト ラ イ し た と い う 話 で 、 寒 中 殆 ど 原 稿 棒 読 み の

話 を 数 時 間 聞 か さ れ て 風 邪 を 惹 い た と い う よ う な 噂 話 が 耳 に 入 り ま し た 。 余 り に 不

評 な の で 少 し 心 配 し ま し た が 、 そ の 後 お 会 い す る 機 会 が あ り 、 元 会 社 の 顧 客 サ ー

ビ ス と し て 樹 木 ウ ォ ッ チ ン グ を 提 案 し て 実 現 す る の だ と 、 全 く め げ ず に 活 動 の 展 望

を 話 さ れ ま し た 。 そ の ち ょ っ と 前 に 、 末 廣 さ ん か ら 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー 試 験 を 受 け る

と い う 話 を 聞 い て い た こ と や 、 出 張 先 の 書 店 で 偶 然 見 か け た 西 口 先 生 の 『森 林 イ ン

ス ト ラ ク タ ー 』と い う 本 を 読 ん で い た こ と も あ り 、 思 わ ず 面 白 そ う で す ね と 話 を 合 わ せ
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た こ と が 失 敗 で し た 。 自 ら の 迂 闊 さ に 気 づ い た と き 、 末 廣 さ ん か ら F I T 友 の 会 へ 誘

わ れ ま し た 。 「友 の 会 の メ ン バ ー は 殆 ど 東 京 農 大 の 女 子 学 生 だ 」と い う キ ラ ー ・ト ー

ク も あ り 、 友 の 会 へ の 入 会 が 決 ま り ま し た 。

し か し 、 私 も 未 だ 50代 前 半 で 真 面 目 に 仕 事 を し て い た た め 、 と う と う 入 会 後 1年 間、

一 度 も 顔 を 出 す こ と な く 過 ぎ て し ま い ま し た 。 友 の 会 事 務 局 か ら 次 第 を 聞 い た 末 廣

さ ん か ら 電 話 が あ り 、 事 情 を 話 し た と こ ろ 、 や は り 無 理 か な と 納 得 し て い た だ い た

よ う で 、 私 は 漸 く 魔 の 手 か ら 逃 れ る こ と が 出 来 た と 安 堵 し た も の で し た 。 と こ ろ が そ

れ か ら 5年 ほ ど 経 っ て 仕 事 が 一 段 落 し て い た と こ ろ 、 正 月 明 け に 末 廣 さ ん か ら 電 話

が 掛 か っ て き ま し た 。 「君 も 暇 に な っ た ら し い な 」と 誰 か ら 聞 い た の か 切 り だ さ れ 、 友

の 会 の 休 会 は 終 わ り だ と 宣 告 さ れ ま し た 。 本 当 に 暇 だ っ た の で 断 れ ず 、 そ の 年 友

の 会 の プ ロ グ ラ ム は 皆 勤 し て 勉 強 し 、 何 と か F I T の 仲 間 に 入 れ て い た だ き ま し た 。

友 の 会 に 女 子 学 生 は い ま せ ん で し た が 、 先 輩 の 知 見 や 何 人 も の 仲 間 を 得 る こ と が

出 来 ま し た 。

最 近 は 、 ご 自 身 で 開 拓 し た 自 然 ウ ォ ッ チ ン グ の 会 を 、 さ ま ざ ま な グ ル ー プ を 組 織 し

て 、 1ヶ 月 の 殆 ど 毎 日 、 楽 し そ う に イ ン ス ト ラ ク シ ョン の 仕 事 を さ れ て い ま し た 。 た く さ

ん の 末 廣 フ ァ ン も い て 、 都 合 が 悪 く な っ た と 代 役 を 引 き 受 け る と 、 お 客 様 が 目 に 見

え て が っ か り さ れ る 経 験 を 何 回 も し た も の で す 。 そ の ウ ォ ッ チ ン グ の お 客 様 か ら 何

人 か 友 の 会 に リ ク ル ー ト さ れ 、 F ITの 仲 間 に な っ て い ま す 。 末 廣 さ ん の 第 二 の キ ャ リ

ア に 係 わ る 「直 情 径 行 」は 、 こ こ に 成 立 し て い た と 思 い ま す 。 千 万 人 が 反 対 し よ う と

も 、 強 い 意 志 を 持 っ て 、 真 っ 直 ぐ に 目 標 に 向 か っ て 行 動 す る 。 ま さ に 末 廣 さ ん を 指 し

て い る 言 葉 だ と 、 改 め て 思 っ て い ま す 。

天 国 で の 第 三 の キ ャ リ ア へ の 愛 す べ き 直 情 径 行 を 想 像 し そ の 成 功 を 祈 念 し て お

り ま す 。

「末 廣 担 」さ ん お 世 話 に な り ま し た

田 口 農 雄

経 験 の 浅 い 身 で 、 事 業 部 会 長 を 引 き 受 け 、 末 廣 さ ん に は 、 種 々 ご 指 導 戴 き ま し た。

私 は ２ ０ ０ １ 年 に Ｆ ＩＴに 加 入 し 、 事 業 部 会 の イベ ン ト に は 積 極 的 に 参 加 し て い ま し た。

当 時 は クラフト 関 連 の イベ ン ト （キ ャン ピ ン グ シ ョー 、 高 尾 山 み ど り の 日 、 日 比 谷 公 園）。

が 盛 ん で し た 。

事 業 部 会 長 と し て 、 親 子 自 然 観 察 会 を 含 め た ふ れ あ い 推 進 事 業 を 確 立 す る こ と

が 急 務 だ と 思 い ま し た 。 ク ラ フ ト 仲 間 と 山 や 森 の 話 を す る と 、 高 尾 山 に も 登 っ た 経 験

が 無 い 、 ま し て や 関 東 の 山 も 知 ら な い 方 も い ま し た 。 運 動 具 店 に 案 内 し 軽 登 山 靴 を

紹 介 試 着 し 喜 ば れ ま し た 。 身 近 な フ ィ ー ル ド 、 山 や 森 に 慣 れ 親 し む こ と が 大 事 だ 。 こ

れ か ら 始 め よ う と 思 い ま し た 。

「森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー は も っ と 山 に 馴 染 ま な い と い け な い 」と の 想 い か ら 、 ① 仲 間

で ア ウ ト ド ア を 経 験 す る 、 ② 低 い 山 で 実 施 す る 、 ③ 先 輩 と の 交 流 も 必 要 、 ④ 高 尾 山

だ け で な く 他 の 山 も 知 る 必 要 が あ る 、 ⑤ 関 東 一 円 の 山 を 知 る 、 ⑥ イ ベ ン ト 能 力 を 付

け る 、 日 本 山 岳 会 会 員 で あ る 末 廣 さ ん に 相 談 を す る と 賛 同 し て 戴 き 実 行 に うつ し た。

２ ０ ０ ９ 年 ６ 月 ２ ４ 日 （水 ）第 一 回 目 低 山 は い か い を 「高 水 三 山 で 実 施 し た 。 梅 雨 時 期

で ８ 名 の 参 加 が あ り 、 集 合 場 所 の 軍 畑 駅 は か な り の 雨 で あ っ た 。 末 廣 さ ん が 到 着 さ

れ 、 「こ の 雨 で す が 、 安 全 第 一 で 行 き ま し ょ う 」 と 伺 う と 、 「こ れ 位 の 天 候 は 経 験 し た

が 良 い 」と 出 発 し ま し た 。 途 中 か ら 天 候 も 良 くな り 、 爽 や か な 山 行 で し た 。 次 回 は ７ 月
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新入会員（もりもり会）からのメッセージ

「もりもり会」とは、
「森守会」のことで、森を守り、もりもり活動する意思を表わしています。

萩 原 卓

こ の た び 、 新 し く F I T に 入 会 し ま し た 萩

原 で す 。 私 は も と も と 自 然 が 好 き で 、 在

職 時 代 か ら 、 夏 休 み に は よ く 登 山 を 楽 し

ん で い ま し た 。

現 在 は 日 野 市 に 在 住 し て お り 、 高 尾 山

も 近 い こ と か ら 、 5年 前 か ら 高 尾 山 ボ ラ ン

テ ィ ア 活 動 を 行 っ て い ま し た 。 そ ん な 中

で 大 先 輩 に 進 め ら れ て 森 林 イ ン ス ト ラ ク

タ ー を 目 指 す こ と に し ま し た 。 な か な か

学 習 す る の は 大 変 で し た が 、 幸 い 昨 年

合 格 す る こ と が で き 、 今 回 入 会 し ま し た。

ま た 、 世 界 遺 産 に も 興 味 が あ り 、 世 界 遺

産 ア カ デ ミ ー の 認 定 講 師 と し て 、 地 元 の

カ ル チ ャ ー ス ク ー ル な ど で 自 然 遺 産 の 魅

力 も 話 し て い ま す 。

今 後 は 、 色 々 な F ITの イ ベ ン ト に も 参 加

し 、 奥 深 い 自 然 の 知 識 を 深 め る と と も に、

多 く の 方 々 に そ の 魅 力 と 自 然 の 大 切 さ

を 伝 え て い き た い と 思 っ て い ま す 。

こ れ か ら も よ ろ し くお 願 い し ま す 。

西 出 幸 子

人 生 の モ ッ ト ー は 「 山 の 向 こ う の 景 色

が 見 た い 」。 新 し い 山 、 同 じ 山 な ら違 うルー

ト を 目 指 し て 、 し ょ っ ち ゅ う 遠 出 し て い た。

そ ん な 生 活 が コ ロ ナ 禍 で 一 変 。 毎 日 テ レ

ワ ー クが 続 き 、 近 所 の す み だ リ バ ー ウォー

ク で 一 息 つ く 日 々 の 中 、 公 園 の 樹 々 や

雑 草 に 初 め て 目 が 向 い た 。

友 の 会 に 出 会 え た の は 、 コ ロ ナ 禍 の

僥 倖 だ ろ う 。 今 ま で 知 ら な か っ た 自 然 と

の 新 し い 関 わ り 方 を 教 わ る こ と 2年 。 こ う

し て F ITの 会 員 に な れ た こ と が 嬉 し い 。

今 の モ ッ ト ー は 「 森 で 元 気 に な る ＆ 元

気 に す る 」 。 大 人 が 本 気 で 学 び 、 遊 び 、

究 め た 先 の す ご さ と 楽 し さ を 見 せ て く れ

る F I T の 先 輩 方 を ロ ー ル モ デ ル に 、 誰 も

が 自 然 を 楽 し む お 手 伝 い を で き た らと 願っ

て い る 。

福 島 明

先 日 、 春 の 親 子 自 然 観 察 会 の リ ハ ー

サ ル に 参 加 さ せ て い た だ き ま し た 。 足 立

区 在 住 の 福 島 と 申 し ま す 。 様 々 な 年 代

や 興 味 の 幅 、 背 景 を 持 っ た 方 々 へ 、 森

の 素 晴 ら し さ を ど う 伝 え い くの か 、 そ の 難

し さ と 先 輩 方 の 工 夫 を 感 じ る こ と が で き

ま し た 。 諸 先 輩 方 は も と よ り 、 同 期 の 皆

様 か ら し て も 、 経 験 ・知 識 と も 心 許 な い 自

分 で す が 、 「何 も か も は で き な く て も 何 か

は き っ と で き る 」 と 信 じ て 活 動 し て 参 り ま

す 。 ど う ぞ よ ろ し くお 願 い 致 し ま す 。

３ １ 日 （日 ）、 女 性 の 方 の 提 案 の コ ー ス を 下 見 に 行 っ た が 、 峡 谷 を 下 り る 危 険 箇 所

が あ り 、 低 山 は い か い の 主 旨 か ら 外 れ た た め 、 別 な 場 所 へ 変 更 し て 下 見 を 実 施 し

た 。 山 道 の 安 全 は 、 「登 り 優 先 」を 守 る こ と 、 こ れ を 実 践 す る 人 が 少 な い 。 登 っ て く る

人 を 見 た ら 、 下 り る 側 が 静 止 し て 上 り が 行 き 過 ぎ る の を 待 つ 、 こ れ が 基 本 で す 。

末 廣 さ ん は 低 山 は い か い に 参 加 さ れ た 時 、 名 前 を 知 ら な い 人 が い る と 、 よ く訪 ね ら

れ ま し た 。 。 き ち ん と 相 手 を 認 識 し よ う と 努 力 さ れ て い ま し た 。 見 習 う こ と が た く さ ん

あ り ま し た 。 新 し い イン ス ト ラ ク タ ー の 活 躍 に も 目 を と め て 楽 し み に し て い ま し た ね 。

お 酒 を 傾 け な が ら お 話 を 伺 い た い で す 。
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守 屋 緑

山 歩 き の 途 中 に 見 る 可 憐 な 花 に 癒 さ

れ 、 更 に 山 や 自 然 が 好 き に な り 森 林 イ

ン ス ト ラ ク タ ー に 興 味 を 持 ち ま し た 。 こ れ

か ら は 植 物 だ け で な く 分 野 を 広 め 、 自 然

に 関 わ る 知 識 を 深 め て 行 き た い と 思 い

ま す 。

鈴 木 歩

R 4年 も り も り 会 (森 守 会 )の 鈴 木 歩 と 申

し ま す 。 昨 年 度 に 友 の 会 に 入 会 し 、 初 め

て の 自 然 観 察 会 を 経 験 し た ば か り の 森

林 初 心 者 で す 。 時 々 一 人 で ハ イ キ ン グ

を 楽 し ん で い ま し た が 、 森 林 が 好 き な 仲

間 た ち と 出 会 い 、 一 緒 に 活 動 す る こ と が

と て も 楽 し み で す 。 ま だ ま だ 未 熟 で す が、

ど う か ご 指 導 ご 鞭 撻 よ ろ し く お 願 い い た

し ま す 。

F IT新 会 員 に な っ て

吉 田 昇

何 十 年 ぶ り に 勉 強 し た で あ ろ う か 。 家

内 は あ な た が こ ん な に 勉 強 し て い る の

を 、 結 婚 し て か ら 見 た こ と が な い と い う 。

そ の 通 り で あ る 。 会 社 の 昇 格 研 修 で も こ

ん な に 集 中 し て 勉 強 し た 記 憶 が 私 に は

な い 。 ６ 月 末 か ら ９ 月 末 ま で ３ か 月 必 死

に 勉 強 し た 。 こ れ ま で の 人 生 は 電 子 デ

バ イス の モ ノ づ くり が 中 心 で あ っ た 為 、 植

物 の 植 の 字 を 知 ら な い 。 友 の 会 の 模 擬

試 験 を 受 け た と き 、 芝 原 様 が 後 １ か 月

は １ 日 １ ２ 時 間 勉 強 し な い と 合 格 し な い

と 言 う 。 こ れ は 私 に は 物 凄 い イ ン パ ク ト と

な っ た 。 自 分 で も わ か る が 、 ギ リ ギ リ で

合 格 し た の だ ろ う 。 あ と １ か 月 あ れ ば 中

位 で 、 ２ か 月 あ れ ば 上 位 で 合 格 し た は

ず で あ る 。 で も 非 常 に 楽 し か っ た 。 た だ

や た ら と 範 囲 が 広 す ぎ る と い う の が 正 直

の 感 想 。 こ ん な に 広 範 囲 の 知 識 が 必 要

な の か 。 ど っ こ い 諸 先 輩 方 の 知 識 と 実 践

力 は す ば ら し い 。 自 然 界 の キ ャ パ シ テ ィ

の 大 き さ 、 不 思 議 さ 、 面 白 さ 、 そ し て 怖 さ

は 奥 が 非 常 に 深 い 。 こ れ が 人 々 を 魅 了

す る の だ ろ う 。 つ け 刃 の 私 に ど う す れ ば

習 得 で き る の か わ か ら な い 。 先 ず は 何 で

も す べ て に チ ャ レ ン ジ し て か ら 考 え る こ と

に す る 。

大 昔 、 針 ノ 木 大 雪 渓 で 滑 落 し た 者 と し

て 一 言 。 「Sa fe t y F ir s t ・○ ○ Second」

ど う ぞ よ ろ し くお 願 い し ま す 。

立 川 洋 一

ま ず は 、 3 年 間 に わ た る 「 新 人 育 成 プ

ロ グ ラ ム 」 を 忠 実 に こ な し て い く つ も り で

す 。 こ の 言 い 方 は 、 私 が 勝 手 に 名 付 け

ま し た が 、 親 子 自 然 観 察 会 か ら 、 研 修 企

画 、 オ ー ル F I T 自 然 観 察 会 ガ イ ド ま で 、

な か な か ハ ー ド で す 。 同 期 の 面 々 と 悩 み

な が ら 進 め る と い う 「 効 果 」 も 含 め 、 こ の

仕 組 み は 良 き 伝 統 と 思 い ま す 。

ま た 、 既 に 先 輩 方 の レ ベ ル の 高 さ に

触 れ て お り 、 これ が 今 の 私 の モ チ ベ ー ショ

ン に な っ て い ま す 。 「 い つ か 、 そ う な り た

い 」と 。

さ て 、 森 林 整 備 の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の

（ 自 分 の ） レ ベ ル を 「 よ り レ ベ ル ア ッ プ し

た い 」と い う 目 標 を 持 っ て い ま す 。 「健 全

な 森 林 と は 何 か 」を 考 え 、 継 続 的 に 人 手

が 入 る 、 計 画 的 な 森 林 づ く り に 、 私 な り

に 寄 与 し た い か ら で す 。 山 仕 事 は 幅 広 く

身 に 着 け る 動 作 ・技 術 も 多 い の で 、 こ の

1 年 は 身 体 を 使 い な が ら 、 で き る だ け 回

数 多 く 各 地 の 山 仕 事 に 入 っ て い く つ も り

で す 。 ご 指 導 の ほ ど 、 よ ろ し く お 願 い い

た し ま す 。

佐 藤 玲 子

西 東 京 市 在 住 の 佐 藤 玲 子 と 申 し ま す。

よ り 多 くの 人 に 自 然 の お も し ろ さ 、 美 し さ、

大 切 さ を 伝 え た い と 思 い 、 森 林 イ ン ス ト

ラ ク タ ー に な る こ と を 目 指 し ま し た 。 特 に、

子 ど も 達 が 楽 し く 学 べ る 場 と 、 自 然 の 癒

し を 感 じ る 豊 か な 時 間 を 創 る 活 動 に 参

加 出 来 た ら と 考 え て お り ま す 。

ま た 、 微 力 で は ご ざ い ま す が 、 地 域 循

環 共 生 圏 形 成 を 目 指 し た 活 動 で 、 人 と
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人 、 企 業 、 団 体 を つ な ぎ 、 結 果 と し て 自

然 環 境 保 全 と 持 続 可 能 な 社 会 づ く り に

貢 献 し て い け た ら と 思 い ま す 。

そ の 為 に も 皆 様 と 末 永 く楽 し く 活 動 し て

い き た い と 思 い ま す の で 、 ど う ぞ よ ろ し く

お 願 い い た し ま す 。

熊 坂 尚 志

森 守 会 の 熊 坂 尚 志 で す 。 昨 年 、 合 格 し

た 妻 を 追 い か け て 、 な ん と か 今 年 合 格

す る こ と が で き ま し た 。 よ う や く 夫 婦 で 合

格 出 来 ま し た の で 、 こ れ か ら 森 林 イ ン ス

ト ラ ク タ ー の 先 輩 の 技 を 盗 ま せ て い た だ

き 、 同 期 の 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー の 仲 間 と

共 に 切 磋 琢 磨 し な が ら 技 術 を 磨 い て い

け た ら と 思 い ま す 。 皆 様 、 ど う ぞ よ ろ し く

お 願 い 致 し ま す 。

熊 坂 由 美 子

も り も り 会 の 熊 坂 由 美 子 で す 。 私 は 前

の 年 に 合 格 し ま し た が 、 夫 が 今 回 合 格

し ま し た の で 、 一 緒 に 入 会 し 、 仲 間 に 入

れ て い た だ き ま し た 。

ま だ ま だ 知 識 、 技 術 と も に 全 くあ り ま せ

ん が 、 こ れ か ら た く さ ん 勉 強 し て 、 せ っ か

な の で 夫 婦 で い ろ い ろ 活 動 で き た ら な と

思 っ て い ま す 。 頑 張 り ま す 。

戸 部 美 紗 子

東 京 都 出 身 で 現 在 は 杉 並 区 に 住 ん で

お り ま す 。 ト レ ッ キ ン グ な ど 自 然 の な か

を 歩 く こ と や 植 物 が 好 き で す 。 周 り の 人

た ち に も 自 然 の 楽 し さ や 魅 力 を 伝 え る こ

と が で き た ら と 思 っ て い ま す 。

知 識 ・経 験 と も に ま だ ま だ 不 十 分 の た め、

こ れ か ら も 勉 強 を 続 け て い き た い と 思 っ

て お り 、 自 然 観 察 会 を は じ め 、 い ろ ん な

活 動 に 参 加 し 、 経 験 を 積 ん で い き た い と

思 い ま す 。 今 後 、 皆 さ ま と ご 一 緒 さ せ て

い た だ く こ と を 楽 し み に し て お り ま す 。 ご

指 導 の ほ ど 、 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た

し ま す 。
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＊ 事 務 局 便 り

3月 11日 （土 ）に 、 2023年 度 F I T 総 会 が

開 催 さ れ 、 2022年 度 の 活 動 報 告 、 決 算、

2023年 度 の 運 営 体 制 、 活 動 方 針 、 予 算

が 承 認 さ れ ま し た 。

厚 生 労 働 省 は 、 3月 13日 か ら マ ス ク 着

用 は 個 人 の 判 断 に 委 ね る こ と に し ま し

た 。 ま た 、 5月 8日 か らは 、 新 型 コロ ナ ウィ

ル ス の 感 染 症 法 上 の 位 置 づ け は 新 型

イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 と 同 じ 5類 感 染

症 に 変 更 し ま す 。 Ｆ ＩＴと し て の 対 応 は 、

別 途 森 の 日 で 協 議 し ま す が 、 引 き 続 き

感 染 防 止 対 策 を 実 施 し た 上 で 、 各 イ ベ

ン ト に 臨 ん で くだ さ い 。

☆ 会 員 情 報 ：2月 末 現 在 会 員 数 は 、 342

名 。

〇 Ｆ ＩＴ名 簿 改 訂

3 月 3 1 日 時 点 で の 名 簿 改 訂 作 業 中 で

す 。 完 成 次 第 旧 Ｈ Ｐ 会 員 の ペ ー ジ に 掲

載 し ま す 。

皆 さ ん の 投 稿 を 募 集
してい ます


